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2月10日（土）、石井啓一国土交通大臣が静岡県西部地域や愛知県東三河地域を
訪れ、国道1号（浜松バイパス、潮見バイパス）、三河港（田原地区）や国道23号
名豊道路（蒲郡バイパス）の整備状況等を視察されました。

国道1号潮見バイパスの工事現場を視察された後、国内外の完成自動車の輸出入
拠点であり、自動車貿易でトップクラスを誇る三河港に移動し、トヨタ自動車株式
会社の田原工場を訪問し、自動車運搬船による完成自動車の輸出状況を視察されま
した。

我が国の完成自動車の輸出入の拠点である三河港で、完
成自動車取扱台数の増加、大型船舶への対応、震災時にお
ける緊急物資輸送機能を確保することを目的として、当事
務所では、三河港神野地区7号岸壁の延伸工事を進めてお
ります。

前面泊地を掘り下げている様子

今回の工事で水深12mに掘り下げるエリア

自動車運搬船について説明を受ける
石井国土交通大臣

トヨタ自動車田原工場の概要について
説明を受ける石井国土交通大臣

本年1月からは同岸壁前面の泊地を水深12mに掘り下げ
る工事を開始しており、工事完成後は海上保安庁の審査を
経て、水深12mで利用することが出来るようになります。

また、掘り下げに伴い発生する土砂は、三河港に存在す
る窪地の埋め戻しや干潟の機能回復等の環境改善に有効活
用しています。

また、国道23号名豊道路（蒲郡バイパス）の工事現場を視察された後に開催
された記者会見では、石井国土交通大臣より「現地状況や周辺地域の交通課題に
ついて確認した。引き続き、社会全体の生産性向上につながるストック効果の高
い社会資本の整備・活用など、生産性革命の取り組みを更に進めていきたい。」
との発言もありました。

三河港は、地域経済を支える生産活動の拠点であり、我が国の経済発展・成長
実現には必要不可欠な港湾です。引き続き、地域の方々の要求・需要に応え、皆
様のお役に立てる港づくりに向けて事務所一丸となって取り組んでまいります。
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前面泊地の浚渫

現場状況

※泊地･･･船舶が安全に停泊し、円滑な操船及び荷役をするための水面のこ
と。そのため静穏で、十分な広さの水面及び水深を確保する必要
がある。

※浚渫･･･航路、泊地などを建設、整備したり土砂の採取又は土地の造成の
ために海底などを掘ること。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

1月16日（火）に、清水テルサ（静岡市）にて、第10回みなとオアシス会議が
開催されました。会議の中では、みなとオアシス制度についての説明、中部みなと
オアシスの活動報告がありました。

みなとオアシスとは、地域の人々と連携した取り組みにより、みなと周辺の施設
を利用して、「みなと」を中心としたまちづくりの促進を目指すものです。切迫す
る大規模地震への対応が求められる中部地方では、みなとオアシスの災害時の活用
に向けて取り組んでいます。みなとオアシスの地域交流拠点としての機能に、災害
時の生活支援機能を結び付けることによって、地域の防災にも役立つ「あんしんの
オアシス」とするものです。

2月11日（日）に西尾市にある鳥羽神明社にて、「鳥羽の火祭り」が開催されました。
約1200年前から続くとされるこの火祭りは、国の重要無形民俗文化財にも指定されて
おり、毎年2月の第2日曜日（旧暦の1月7日）に開催されています。

潮位表には、三河港における満潮と干潮の時刻、潮位等を掲載しています。釣りや潮干狩り等の参考にご活用ください。

①クリック
（データライブラリ）

②クリック
（潮位表（三河港））

当事務所管内のみなとオアシスとして、「みなとオアシスがまごおり」がありま
す。生命の海科学館、バリアフリーポンツーン「マンボウ」などで構成されており、
周辺には多くの魅力ある施設、イベント、グルメ、自然等があります。また、三河
港蒲郡地区には、2018年3月に「ぱしふぃっくびいなす」、2019年に「ダイヤモ
ンド・プリンセス」の寄港が決まっており、クルーズ船の寄港が増加することが期
待されています。

地域の方々に親しまれ、訪れたくなる「みなと」になるよう、当事務所では「み
なとオアシスがまごおり」の支援及び情報発信を行ってまいります。

バリアフリーポンツーン
「マンボウ」

みなとオアシス会議の様子

「すずみ」と言われる、竹や茅で作られた、高さ5
メートル、重さ2トンの巨大な松明2基に火をつけ、
東西二組に分かれた奉仕者たちが炎の中に飛び込み、
すずみの中の「神木」と1年を表す「十二縄」を取り
出す速さを競います。その勝敗やすずみの燃え具合に
よって、その年の天候、豊凶を占います。

冬の夜空に大きな火柱が立ち上り、燃え上がるすず
みが激しく揺すられている様は迫力満点でした。

燃え上がる「すずみ」に
立ち向かう奉仕者たちの様子

境内に作られた巨大な松明
「すずみ」

＠みなとオアシスがまごおりHP
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